
 

 

面積攻略法 
 1 移しかえ  

 

 

～ ポイント ～ 

ほとんど単純な答えになる。 

★ 面積の等しい図形を移しかえて，面積を求めやすく

する。 

 

 
 

矢印のように 

合同な三角形を 

移しかえると 

 

↓ 
 

 
 

影をつけた部分の面積を 

求めればよいので， 

 

  =14 4 4
4

 

 

   答 4 ㎠  

 

 

攻略問題 

1 長さ10㎝の線分ＡＢを直径とする半円を45°回転させ

たとき，色をつけた部分の面積を求めなさい。 

 

 

  

   答  ㎠  

 
 



 

 

 

2 色をつけた部分の面積を求めなさい。 

 
 

   答  ㎠  

 

 

～ 覚えておこう ～ 

※ 面積の等しい図形から共通部分を引いた残りの

図形同士の面積も等しい。 

 

 
△ＡＢＤ＝△ＡＢＣ 

ならば 

△ＡＥＤ＝△ＢＥＣ 

 
 

3 △ＤＥＦの面積が24㎠であるとき，色をつけた部分の面

積は何㎠ですか。 

 

 

  

 

   答  ㎠  

 
 



 

 

 

4 色をつけた部分の面積を求めなさい。 

 

 

   答  ㎠  

 

 

～ 覚えておこう ～ 

 

 
 

 直角三角形の斜辺の中点と，直角の頂点を結ぶと， 

図のようになる。（円を考えればわかります。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

過去問題 

平成10年 

 1辺の長さが6㎝の正方形ＡＢＣＤと，斜辺の長さが10

㎝の直角二等辺三角形ＥＦＧがあります。下の図のよう

に，この正方形と直角二等辺三角形を，正方形の対角

線の交点に直角二等辺三角形の直角の頂点Ｅがくるよ

うに重ねます。このとき，かげ（   ）をつけた部分の面

積を求めなさい。 

 

 

  

  

  

 

   答  ㎠  

 

 

 

平成16年 

 下の図のように，1辺20㎝の正方形ＡＢＣＤの頂点Ａを

中心とする半径20㎝の円をかき，この円と対角線ＡＣと

の交点をＥとして，線分ＡＥを直径とする円をかきます。

このとき，かげ（   ）をつけた2つの図形の面積の和を

求めなさい。ただし，円周率はπとします。 

 

 

 

  

  

 

   答  ㎠  

 
 



 

 

 2 回転移動 

回転移動の問題は，移しかえが簡単。 

 

 

攻略問題 

1 下の図の三角形ＡＤＥは，直角三角形ＡＢＣを頂点Ａを

中心に90°回転させたもので，色をつけた部分の図形

は辺ＢＣが動いたあとの図形です。この図形の面積を求

めなさい。 

 

 

   答  ㎠  

 

 

 

2 下の図のように，点Ｃを中心として直角三角形ＡＢＣを

矢印の向きに回転させました。90°回転させたとき，辺

ＡＢが動いてできる部分の面積は何㎠ですか。 

 

 

   答  ㎠  

 
 



 

 

 

過去問題 

平成22年前期 

 ＡＢ＝ＡＣ＝4㎝，∠ＢＡＣ＝90°の直角二等辺三角形

ＡＢＣがあります。この△ＡＢＣにおいて，点Ｃを対称の中

心とした点対称な図形△Ａ’Ｂ’Ｃをかきます。下の図の

ように，線分ＡＡ’を直径とする半円と線分ＢＢ’を直径と

する半円をかいたとき，図のかげ( )をつけた部分

の面積を求めなさい。ただし，円周率はπとします。 

 

 

   答  ㎠  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 3 図形の組み合わせ  

図形の見方を変えると求めやすくなる。 

 

 

攻略問題 

 下の図のように，ＢＣを直径とする半円があります。ま

た，半円の円周上に点Ａをとり，ＡＢを直径とする半円，

ＡＣを直径とする半円をかきます。このとき，色をつけた

部分の面積の和を求めなさい。 

 
 

   答  ㎠  

 

 

過去問題 

平成19年 

 下の図のように，半径6㎝，中心角60°のおうぎ形ＯＡ

Ｂと，線分ＯＡ，ＯＢを直径とする半円をかきます。このと

き，図のかげ（   ）をつけた部分の面積を求めなさい。

ただし，円周率はπとします。 

 

 

   答  ㎠  

 
 



 

 

 4 差を求める問題  

共通部分を加えて，差を求める。  

 

 

攻略問題 

1 下の図のように，1辺の長さが2㎝の正方形ＡＢＣＤの

辺ＡＤ上に点Ｐをとり，線分ＢＰと頂点Ｂを中心とする円

弧ＡＣとの交点をＱとします。このとき，おうぎ形ＡＢＱと

図形ＰＱＣＤの面積が等しくなるような線分ＡＰの長さを

求めなさい。 

 

 

 

   答  ㎝  

 
2 色をつけた部分のアとイの面積の差（イ－ア）を求めな

さい。 

 

 

 

   答  ㎠  

 

 

3 下の図のように，1辺の長さが8㎝の正方形の中に円

の4分の1があります。アとイの面積の差は何㎠ですか。 

 

 
 

   答  ㎠  

 
過去問題 

平成18年 

 下の図のように，半径12㎝で中心角90°のおうぎ形

に，縦6㎝，横12㎝の長方形が重なっています。図のか

げ（   ）をつけた部分アとイの面積の差（ア－イ）を求

めなさい。ただし，円周率はπとします。 

 

 
 

   答  ㎠  

 
 



 

 

解答 面積攻略法 
 1 移しかえ  

 

 

～ ポイント ～ 

ほとんど単純な答えになる。 

★ 面積の等しい図形を移しかえて，面積を求めやすく

する。 

 

 
 

矢印のように 

合同な三角形を 

移しかえると 

 

↓ 
 

 
 

影をつけた部分の面積を 

求めればよいので， 

 

  =14 4 4
4

 

 

   答 4 ㎠  

 

 

攻略問題 

1 長さ10㎝の線分ＡＢを直径とする半円を45°回転させ

たとき，色をつけた部分の面積を求めなさい。 

 

★ 

 

↓ 

 
おうぎ形ＡＢＣ－△ＡＢＤを求める。 

)i  

 
 

おうぎ形ＡＢＣ 

= 2 4510
360

 

=  1100
8

 

= 25
2

 

 

)ii  

 
 

△ＡＢＤ =   =110 5 25
2

 

 

 

 

 

よって， −25 25
2

 

   答 ( )−25 25
2

 ㎠  

 
 



 

 

 

2 色をつけた部分の面積を求めなさい。 

 
★ 

 

↓ 

 

↓ 

 
 

求める面積は半径 3㎝，中心角 60°の 

おうぎ形の面積。 

よって， 

S = 

= 

2 603
360

3
2

 

 

   答 3
2

 ㎠  

 

 

～ 覚えておこう ～ 

※ 面積の等しい図形から共通部分を引いた残りの

図形同士の面積も等しい。 

 

 
△ＡＢＤ＝△ＡＢＣ 

ならば 

△ＡＥＤ＝△ＢＥＣ 

 
 

3 △ＤＥＦの面積が24㎠であるとき，色をつけた部分の面

積は何㎠ですか。 

 

★ 

 

)i  ＡとＣを結ぶと， 

 

 

ＡＤ//ＣＥより， 

△ＡＣＥ =△ＤＥＣ 

よって， 

△ＡＣＦ =△ＤＥＦ 

=24  

)ii  

四角形ＡＢＣＦ =△ＡＣＦ +△ＡＢＣ 

= +  

= +

=

124 16 10
2

24 80

104

 

   答 104 ㎠  

 
 



 

 

 

4 色をつけた部分の面積を求めなさい。 

 

★ 

)i  △ＡＢＥ≡△ＢＧＤ 

（ＡＢ =ＢＧ，∠ＡＥＢ =∠ＢＤＧ = 90 ， 

∠ＥＡＢ =∠ＤＢＧ = 20 ） 

なので，共通部分の△ＢＥＦを引いて， 

△ＡＢＦ =四角形ＥＦＧＤ となる。 

 

 
 

)ii  よって，求めるのは， 

おうぎ形ＡＢＧの面積となる。 

 

)iii  

おうぎ形ＡＢＧ 

= 

= 

2 5010
360

125
9

 

   答 125
9

 ㎠  

 

 

～ 覚えておこう ～ 

 

 
 

 直角三角形の斜辺の中点と，直角の頂点を結ぶと， 

図のようになる。（円を考えればわかります。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

過去問題 

平成10年 

 1辺の長さが6㎝の正方形ＡＢＣＤと，斜辺の長さが10

㎝の直角二等辺三角形ＥＦＧがあります。下の図のよう

に，この正方形と直角二等辺三角形を，正方形の対角

線の交点に直角二等辺三角形の直角の頂点Ｅがくるよ

うに重ねます。このとき，かげ（   ）をつけた部分の面

積を求めなさい。 

 

★ 求める面積 =△ＥＦＧ−四角形ＥＨＢＩ 

)i  △ＥＦＧ 

 

 

hは 5 となる。 

よって， 

△ＥＦＧ 

=  

=

110 5
2

25

 

)ii  

 

 

 

 △ＢＩＥを△ＡＨＥに移し

かえると，四角形ＥＨＢＩと

△ＡＢＥの面積は等しくな

る。 

 

 

 

h=3となる。 

よって， 

△ＡＢＥ =   =16 3 9
2

 

 

)iii  

求める面積 =△ＥＦＧ−△ＡＢＥ 
= −

=

25 9

16
 

   答 16 ㎠  

 

 

 

平成16年 

 下の図のように，1辺20㎝の正方形ＡＢＣＤの頂点Ａを

中心とする半径20㎝の円をかき，この円と対角線ＡＣと

の交点をＥとして，線分ＡＥを直径とする円をかきます。

このとき，かげ（   ）をつけた2つの図形の面積の和を

求めなさい。ただし，円周率はπとします。 

 
★ 

 
 

)i  図のように移しかえると，求める面積は， 

おうぎ形ＡＢＥ−△ＡＦＥで求められることが分かる。 

 

)ii  おうぎ形ＡＢＥ 

 
 

 

おうぎ形ＡＢＥ 

= 

= 

= 

2

2

4520
360
120
8

50

 

)iii  

 
 

 

 

h=10となる。 

よって， 

△ＡＦＥ =   =120 10 100
2

 

)iv  よって求める面積は， 

 −50 100  となる。 

 

   答 ( )−50 100  ㎠  

 
 



 

 

◆◇◆ 2 回転移動 ◆◇◆ 

回転移動の問題は，移しかえが簡単。 

 

 

攻略問題 

1 下の図の三角形ＡＤＥは，直角三角形ＡＢＣを頂点Ａを

中心に90°回転させたもので，色をつけた部分の図形

は辺ＢＣが動いたあとの図形です。この図形の面積を求

めなさい。 

 

★ 

 
 

)i  移しかえると，求める面積は， 

おうぎ形ＡＢＤ−おうぎ形ＡＧＦと分かる。 

 

)ii  求める面積 

=  − 

=  − 

= 

2 2

2 2

90 9010 8
360 360
1 110 8
4 4

9

 

 

   答 9  ㎠  

 

 

 

2 下の図のように，点Ｃを中心として直角三角形ＡＢＣを

矢印の向きに回転させました。90°回転させたとき，辺

ＡＢが動いてできる部分の面積は何㎠ですか。 

 

★ 

辺ＡＢが動いてできる部分は，下の色をつけた部分とな

る。 

 

 
 

)i  太わくの部分を斜線部分に移しかえる。 

 

)ii  求める面積は，おうぎ形の面積の差となる。 

 

求める面積 

=  − 

=  − 

= 

2 290 906 3
360 360
1 136 9
4 4

27
4

 

 

   答 27
4

 ㎠  

 
 



 

 

 

過去問題 

平成22年前期 

 ＡＢ＝ＡＣ＝4㎝，∠ＢＡＣ＝90°の直角二等辺三角形

ＡＢＣがあります。この△ＡＢＣにおいて，点Ｃを対称の中

心とした点対称な図形△Ａ’Ｂ’Ｃをかきます。下の図の

ように，線分ＡＡ’を直径とする半円と線分ＢＢ’を直径と

する半円をかいたとき，図のかげ( )をつけた部分

の面積を求めなさい。ただし，円周率はπとします。 

 

★ 

)i  

 
 

)ii  

 
( ) ( )

( )

= −

=  −  

= − 

= 

2
2

Ｓ 大半径 小半径

1 14 2 4
2 2
16 8

8

 

 

   答 8  ㎠  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 3 図形の組み合わせ  

図形の見方を変えると求めやすくなる。 

 

 

攻略問題 

 下の図のように，ＢＣを直径とする半円があります。ま

た，半円の円周上に点Ａをとり，ＡＢを直径とする半円，

ＡＣを直径とする半円をかきます。このとき，色をつけた

部分の面積の和を求めなさい。 

 

★ 

△ＡＢＣ +半円ＡＢ +半円ＡＣ−半円ＢＣ 

で求める。 

 

)i  ∠ＢＡＣ = 90 なので， 

△ＡＢＣ =   =18 6 24
2

 

半円ＡＢ =  = 2 1 93
2 2

 

半円ＡＣ =  = 2 14 8
2

 

半円ＢＣ =  = 2 1 255
2 2

 

 

)ii  よって， 

求める面積 

= + + − 

=

9 2524 8
2 2

24

 

 

   答 24 ㎠  

 

 

過去問題 

平成19年 

 下の図のように，半径6㎝，中心角60°のおうぎ形ＯＡ

Ｂと，線分ＯＡ，ＯＢを直径とする半円をかきます。このと

き，図のかげ（   ）をつけた部分の面積を求めなさい。

ただし，円周率はπとします。 

 

★ 

おうぎ形ＯＡＢ +半円ＯＢ−半円ＯＡ 

と考える。 

 

)i  半円ＯＢ =半円ＯＡ =  = 2 1 93
2 2

 なので， 

求める面積 =おうぎ形ＯＡＢ +半円ＯＢ−半円ＯＡ 

=おうぎ形ＯＡＢ 

となる。 

 

)ii  よって， 

求める面積 

= 

= 

= 

2

2

606
360
16
6

6

 

 

   答 6  ㎠  

 
 



 

 

 4 差を求める問題  

共通部分を加えて，差を求める。  

 

 

攻略問題 

1 下の図のように，1辺の長さが2㎝の正方形ＡＢＣＤの

辺ＡＤ上に点Ｐをとり，線分ＢＰと頂点Ｂを中心とする円

弧ＡＣとの交点をＱとします。このとき，おうぎ形ＡＢＱと

図形ＰＱＣＤの面積が等しくなるような線分ＡＰの長さを

求めなさい。 

★ 

 共通部分ＡＰＱを加え

て，△ＡＰＢと図形ＡＣＤが

等しくなることを考える。 

 

 

)i  ＡＰ x= とすると， 

△ＡＰＢ x x=   =12
2

 

 

)ii  図形ＡＣＤ =正方形ＡＢＣＤ−おうぎ形ＡＢＣ 

= − 2 2 12 2
4

 

= − 4  

 

)iii  △ＡＰＢ =図形ＡＣＤより， 

x = − 4  

   答 ( )−4  ㎝  

 
2 色をつけた部分のアとイの面積の差（イ－ア）を求めな

さい。 

★ 

 共通部分，ウを加えて

考える。 

 

 

)i  イ＋ウ 

 = 2 110 25
4

 

 

)ii  ア＋ウ 

( )+   =13 10 10 65
2

 

 

)iii  （イ＋ウ）−（ア＋ウ） =イ−ア 

よって， −25 65  

   答 ( )−25 65  ㎠  

 

 

3 下の図のように，1辺の長さが8㎝の正方形の中に円

の4分の1があります。アとイの面積の差は何㎠ですか。 

★ 

 共通部分，ウを加えて

考える。 

 

 

)i  

ア +ウ =ア +ウ +エ−エ 

=  −  

= −

2 1 18 5 6
4 2

16 15
 

)ii  

イ＋ウ =   =1 213 7
2 2

 

)iii  

（ア＋ウ）−（イ＋ウ） =ア−イなので， 

− − = −21 5116 15 16
2 2

 

   答 ( )− 5116
2

 ㎠  

 
過去問題 

平成18年 

 下の図のように，半径12㎝で中心角90°のおうぎ形

に，縦6㎝，横12㎝の長方形が重なっています。図のか

げ（   ）をつけた部分アとイの面積の差（ア－イ）を求

めなさい。ただし，円周率はπとします。 

★ 

 共通部分，ウを加えて

考える。 

 

)i  ア +ウ 

 = 2 112 36
4

 
 

 

)ii  イ＋ウ 

 =6 12 72  
 

)iii  （ア＋ウ）−（イ＋ウ） =ア−イなので， 

−36 72  

   答 ( )−36 72  ㎠  

 
 

 


